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宮崎市消防局・北消防署新庁舎整備事業に関する提言

宮崎市消防局・北消防署庁舎（以下、消防庁舎という。）は昭和

５５年１２月に建築され、元々橘通西一丁目の市役所本庁舎にあっ

た拠点を同消防庁舎に移し、昭和５６年２月から運用が開始されて

いる。現在の消防庁舎は、大規模洪水による浸水想定（Ｌ２想定）

で最大９２cm 浸水するとされていることに加え、施設の老朽化及び

狭隘化が進んでいること等から、「霧島五丁目消防局管理地」に移転

整備する方針が令和３年１月の戦略推進会議において決定された。

また、令和３年９月に新消防庁舎に関するこれまでの検討結果や

現消防庁舎の現状と課題を整理し、新消防庁舎に必要な機能や規模

などの基本的な方向性を示した「宮崎市消防局・北消防署新庁舎整

備基本構想」が策定されたところである。さらに令和４年３月に

は、「災害に強いまちづくり」推進のための防災拠点として新たに整

備する新消防庁舎について、基本的な方針や必要な機能等を具体的

に定めた「宮崎市消防局・北消防署新庁舎整備基本計画」が策定さ

れており、現在、同計画に基づき、令和４年９月から基本・実施設

計業務が進行しているところである。

本特別委員会は、新庁舎・新消防庁舎のあり方等について調査研

究するため、令和５年６月定例会にて設置され、消防局総務課への

事情聴取や、現消防局及び北消防署への所管施設視察等を通してこ

れまでの対応状況の調査等を行うとともに、１０月には上越地域消

防局・上越消防署への先進地行政視察を実施した。これらを踏ま

え、本市における課題・検討事項及び本市の消防庁舎にも取り入れ

るべき機能・設備等ををまとめたところであり、宮崎市消防局・北

消防署新庁舎整備事業に関して、下記の内容について提言する。
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市当局においては、本提言を踏まえ、今後の宮崎市消防局・北消

防署新庁舎整備事業に取り組まれたい。

記

１ 新消防庁舎設備の充実について

新消防庁舎の整備に際し、迅速な災害対応、使用する職員の利便

性・安全衛生面の確保、自然環境への配慮等の観点を踏まえ以下の

点について、取り組むこと。

（１）庁舎トイレ等の雑用水は雨水を活用できるように工夫する

こと。また、災害時の業務機能維持が可能となる受水槽及

び雨水貯留槽等の整備を検討すること。

（２）出動準備室内の防火衣の収納については、スペースの有効

活用のため、回転式ロッカーの採用を検討すること。

（３）火災原因を調査・分析するための専用の火災調査室の設置

を検討すること。

（４）備品・書籍を保管する倉庫・書庫の充実を図ること。

（５）庁舎及び訓練施設においては市民が見学しやすいように、

一部の壁をガラス張りにするなど工夫すること。

（６）大規模災害時の職員の休憩スペースとして畳スペースの設

置を検討すること。

（７）１階に火災出動等で汚染された隊員のシャワー室の整備及

び汚染された防火衣等の洗濯ができる専用の洗濯室の整備

を図ること。

（８）市民への広報・児童等の庁舎見学での学びのため、現在の

消防局庁舎１階に展示されている腕用ポンプ等の歴史的価
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値のあるもの等を展示するスペースの設置を検討するこ

と。

（９）講堂については複数の講習が可能となるよう可動式パーテ

ィション等による間仕切りを検討すること。

（10）太陽光パネルの拡充を図り、光エネルギーにより新消防庁

舎の電力を賄うことのできる設備の設置を検討すること。

（11）庁舎完成後に発生しやすい防湿・防カビ対策を図ること。

２ 新消防庁舎の指令システムについて

指令システムについては、市民サービスの向上のため、最新の設

備を選定するとともに、指令システムと連携する高所カメラの導入

を検討すること。また、高所カメラを導入する場合は、市役所新庁

舎及び関連施設等へも高所カメラの設置を検討することで撮影の有

効範囲を広げるなど、設備の充実・補完を図り、災害対応の強化に

努めること。

３ 新消防庁舎の訓練施設について

訓練施設については、市民や消防団が利用する施設と職員が利用

する施設の区別を図られるとともに、雨水を利用した放水訓練がで

きるように施設の整備を図ること。

４ 新消防庁舎の周辺環境の整備について

緊急車両のスムーズな出庫と職員・市民への安全対策のために必

要な設備の設置とゼブラゾーンの整備を図ること。また、大規模災

害を考慮し、調整池上部のスペースを柔軟に活用できる措置を講じ

るなど駐車場の充実を図ること。
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